
石
垣
原
合
戦
に
出
陣
し
た

　
　
　
野
津
原
郷
士
と
永
冨
家
三
兄
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
島
　
嗣
　
久

　
安
部
家
文
書
中
に
野
津
原
手
永
（
惣
庄
屋
）
か
ら
出
陣
し
た
武

士
と
、
戦
死
し
た
武
士
の
氏
名
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
石
垣
原

合
戦
の
翌
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
、
野
津
原
が
肥
後
領
に
な
っ

て
、
加
藤
清
正
の
命
で
報
告
し
た
も
の
の
写
し
の
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
植
田
荘
高
瀬
（
現
大
分
市
高
瀬
）
の
永
冨
氏
三
兄
弟
は

野
津
原
に
逆
修
墓
を
建
立
し
て
、
石
垣
原
合
戦
に
出
陣
し
た
。

一
　
石
垣
原
合
戦
に
出
陣
し
た
野
津
原
郷
勇
士
の
生
存
者
氏
名

　
　
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
石
垣
原
合
戦
出
陣
の
野
津
原
郷
勇
士

　
の
氏
名
着
到
順

　
谷
村
居
住
（
現
大
分
郡
挟
間
町
谷
村
）

　
清
田
新
五
衛
門

恵
良
村
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
北
東
部
）

　
広
瀬
一
徹
斉

大
龍
村
居
住
（
現
大
分
郡
庄
内
町
大
龍
）

　
　
生
野
　
内
膳

　
大
龍
は
大
分
川
右
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
あ
り
、
西
部
で
阿
蘇

野
川
、
東
部
で
芹
川
が
大
分
川
に
合
流
す
る
。

平
野
村
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
北
東
部
）

　
　
橋
山
新
大
夫

野
津
原
居
住
軍
鑑

　
　
小
野
九
右
衛
門

筒
口
村
居
住
（
現
大
分
郡
挟
間
町
谷
村
筒
口
）

　
　
守
田
太
郎
右
衛
門

　
谷
村
の
西
部
に
あ
り
、
そ
の
西
側
は
龍
原
村
（
現
庄
内
町
）
。

江
戸
時
代
を
通
じ
て
肥
後
熊
本
藩
領
で
あ
る
。

平
野
村
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
北
東
部
）

　
　
小
野
　
藤
太

恵
良
村
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
北
東
部
）

　
　
斎
藤
一
徹
斉

祇
園
馬
場
居
住

　
　
森
　
嘉
川

市
場
南
側
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
本
町
）

　
　
葛
城
仁
左
衛
門

同
所
北
側
居
住
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小
野
　
大
和

同
所
　
　
居
住

　
　
佐
藤
　
兵
庫

原
野
居
住
’

　
　
橋
本
太
郎
右
衛
門

市
場
筋
居
住

　
　
小
野
　
大
学

市
場
筋
居
住

　
　
久
多
良
木
市
弥
太

太
田
村
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
中
央
北
部
）

　
　
小
井
手
十
郎

市
場
筋
居
住

　
　
永
冨
　
伝
助

畑
ケ
瀬
居
住

　
　
河
野
　
像
学

筒
口
村
居
住
（
現
大
分
郡
挟
間
町
谷
筒
口
）

　
　
井
上
三
五
郎

野
津
原
吉
祥
庵
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
太
田
）

　
　
仲
元
寺
入
道
光
実

寺
坂
居
住

　
　
熊
谷
　
武
蔵

原
村
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
中
央
原
村
地
区
）

　
　
那
須
　
和
泉

五
ケ
瀬
居
住
（
現
大
分
郡
庄
内
町
大
字
東
庄
内
五
ケ
瀬
）

　
　
小
原
彦
兵
衛

　
五
ケ
瀬
は
芹
川
左
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
あ
り
、
西
は
大
龍
村
。

江
戸
時
代
を
通
じ
て
肥
後
熊
本
藩
領
。

野
津
原
居
住

　
　
大
宅
　
隼
入

超
栖
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
北
東
部
）

　
　
加
藤
熊
右
衛
門

太
田
阿
闇
梨
庵
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
太
田
）

　
　
小
出
　
重
郎

矢
ノ
原
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
中
央
部
）

　
　
甲
斐
貫
太
夫

柿
野
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
野
津
原
）

　
　
安
東
重
右
衛
門

竹
ノ
内
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
）

　
　
佐
藤
治
左
衛
門

野
津
原
居
住
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衣
笠
助
九
郎

廻
栖
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
北
東
部
、
廻
栖
野
、
廻
栖
）

　
　
　
田
吹
重
兵
衛

　
恵
良
村
の
東
に
あ
る
。

山
鶴
居
住
（
現
大
分
郡
庄
内
町
、
旧
天
竜
村
、
三
段
田
）

　
　
田
中
　
小
六

野
津
原
居
住

　
　
石
井
又
左
衛
門

野
津
原
居
住

　
　
池
辺
武
右
衛
門

　
田
小
野
居
住
（
現
大
分
郡
挟
間
町
谷
鬼
崎
田
小
野
、
大
分
市

鬼
崎
）

　
　
福
原
　
伯
知

　
田
野
小
野
村
は
大
分
川
左
岸
に
位
置
し
、
西
は
谷
村
、
東
は

横
瀬
村
（
現
大
分
市
）
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
肥
後
熊
本
藩
領

で
あ
る
。

栗
灰
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
北
西
部
）

　
　
森
永
　
駿
河

市
場
筋
居
住

　
　
飯
倉
伊
兵
衛

矢
ノ
原
居
住

　
　
菊
池
　
十
郎

胡
麻
鶴
居
住
（
現
大
分
市
西
部
、
野
津
原
町
と
の
境
）

　
　
胡
麻
鶴
折
助

谷
村
同
尻
向
居
住
（
現
大
分
郡
挟
間
町
谷
同
尻
）

　
　
佐
藤
　
四
郎

湛
水
村
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
中
央
西
郡
上
詰
）

　
　
山
上
　
兵
衛

日
東
居
住
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
字
野
津
原
又
は
字
入
蔵
、
野

津
原
町
北
東
部
）

　
　
木
ノ
内
五
郎
右
衛
門

　
右
は
野
津
原
郷
士
、
石
垣
原
戦
死
な
ら
び
に
螢
居
取
調
届
け
出

づ
べ
き
む
ね
、
御
達
し
の
趣
き
承
知
た
て
ま
つ
れ
ば
、
露
夢
廟
庵

鎮
守
、
か
つ
螢
居
の
浪
上
前
書
の
通
り
に
御
座
候
以
上

　
慶
長
六
年
六
月
六
日
　
　
軍
艦
安
部
和
泉
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隠
居
入
道
安
部
了
端

加
藤
清
正
殿

以
上
、
石
垣
原
合
戦
に
参
戦
し
て
生
存
し
て
い
る
郷
士
の
数
は
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四
十
二
名
で
あ
る
。

　
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、
「
手
永
」
と
は
、
肥
後
藩
・
小
倉
藩
な
ど

の
地
方
行
政
区
画
。
各
手
永
に
は
惣
庄
屋
（
肥
後
藩
）
・
大
庄
屋

（
小
倉
藩
）
な
ど
の
士
分
の
役
人
が
置
か
れ
、
民
政
を
つ
か
さ
ど
っ

た
。

　
軍
鑑
と
は
、
軍
事
の
監
督
、
「
い
く
さ
め
つ
け
」
の
こ
と
を
い

二
　
石
垣
原
合
戦
に
参
戦
し
た
野
津
原
郷
士
の
戦
死
者
氏
名

　
　
野
津
原
郷
士
住
居
前
後
石
垣
原
戦
死
者
謐
号
か
ら
抜
粋
（
安

　
部
影
明
文
書
、
謐
号
名
は
省
略
、
筆
者
）

　
植
田
多
門
之
助
貞
世

　
佐
藤
治
部
太
夫
信
隆
（
繁
美
城
城
主
〔
現
野
津
原
町
太
田
、
中

　
央
北
部
〕
の
末
裔
？
）

　
御
館
刀
根
次
郎
吉
任

　
広
瀬
一
学
惟
住

　
工
藤
帯
刀
経
義

　
安
部
掃
部
之
助
良
任

　
石
合
丹
後
惟
清
（
石
合
は
大
分
郡
野
津
原
町
西
南
部
、
今
市
付

　
近
）

加
藤
相
模
正
康

佐
藤
次
（
治
？
）
部
太
夫
豊
成

波
多
野
一
徹
康
隆

斎
藤
三
郎
光
明

斎
藤
左
（
右
？
）
近
原
基

雄
城
上
総
有
明

佐
藤
三
郎
太
夫
信
俊

佐
藤
次
郎
兵
衛
忠
貞

三
ケ
尻
丹
後
住
友

志
賀
掃
部
道
則

立
川
長
門
行
則

赤
星
弾
正
義
貞
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
原
村
）

奈
須
氏
「
本
家
口
伝
書
」
戦
死
者
名
よ
り

雨
川
左
馬
之
助
（
現
大
分
郡
野
津
原
町
原
村
の
北
西
方
雨
川
村
）

　
以
上
戦
死
者
数
は
二
十
名
で
あ
る
。
従
っ
て
六
十
二
名
の
郷

士
が
石
垣
原
合
戦
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
る
。

三
　
永
冨
氏
三
兄
弟
の
逆
修
墓

　
豊
後
の
大
友
氏
の
旧
臣
た
ち
は
、
大
友
氏
改
易
後
は
豊
後
各
地
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に
散
在
し
て
、
帰
農
し
た
り
、
他
家
に
仕
官
し
た
り
し
て
い
た
。

　
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
九
月
、
大
友
義
統
は
安
芸
（
現
広
島

県
西
部
）
の
大
畠
に
下
り
、
そ
こ
で
西
軍
の
毛
利
輝
元
（
毛
利
元

就
の
孫
）
か
ら
兵
船
と
鉄
砲
隊
百
人
を
与
え
ら
れ
て
豊
後
に
帰
国

し
た
。
大
畠
は
山
口
県
南
東
部
、
玖
珂
郡
に
あ
る
町
。

　
こ
の
頃
、
旧
臣
た
ち
は
大
友
氏
再
興
の
旗
揚
げ
が
近
づ
い
た
こ

と
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
こ
と
を
物
語
る
史
料
と
し
て
、
野
津
原
の
町
は
ず
れ
（
現

野
津
原
本
町
）
の
永
冨
家
墓
地
に
あ
る
永
冨
氏
の
逆
修
墓
三
基
が

あ
る
。
墓
の
場
所
は
野
津
原
町
大
字
野
津
原
字
本
町
、
国
道
四
四

二
号
線
北
側
高
台
の
墓
地
に
あ
る
。
逆
修
墓
と
は
生
前
に
、
死
後

の
冥
福
を
祈
っ
て
建
て
る
生
前
供
養
墓
の
こ
と
を
い
う
。

永
冨
氏
は
も
と
も
と
は
、
植
田
荘
高
瀬
村
（
現
大
分
市
高
瀬
）

付
近
を
本
領
と
す
る
大
友
氏
の
旧
臣
で
あ
っ
た
。

　
　
「
永
冨
氏
略
系
」
に
よ
れ
ば
大
友
氏
二
代
親
秀
の
子
重
秀
（
戸

次
次
郎
左
衛
門
尉
）
か
ら
三
代
目
が
能
親
（
大
冨
伊
予
守
）
、
九

代
目
が
国
光
（
永
冨
大
和
守
）
、
四
代
目
が
鑑
次
（
永
冨
六
郎
）

そ
の
子
が
鑑
国
（
与
右
衛
門
）
、
鑑
俊
（
九
郎
）
、
統
継
（
源
十
郎
）

の
三
兄
弟
で
あ
る
。

　
　
「
郷
土
史
野
津
原
」
と
「
原
村
小
史
」
で
は
永
富
氏
と
な
っ
て

い
る
が
、
永
冨
　
忠
氏
著
の
「
豊
後
永
冨
家
物
語
」
で
は
永
冨
氏

と
宇
冠
に
点
の
な
い
「
冨
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
高
瀬
は
大
分
市
の
南
西
部
、
七
瀬
川
右
岸
に
あ
り
、
霊
山
標
高
、

五
九
六
メ
ー
ト
ル
）
の
北
麓
に
位
置
し
て
い
る
。
現
在
、
高
瀬
地

区
の
北
方
に
は
隣
接
し
て
七
瀬
川
自
然
公
園
が
新
設
さ
れ
た
。
高

瀬
の
中
央
部
に
は
高
瀬
石
仏
が
あ
り
、
付
近
に
は
七
、
八
軒
の
永

冨
家
が
あ
る
。
高
瀬
の
東
方
に
は
田
尻
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
、
南
に

は
岡
川
、
西
方
に
は
口
戸
に
隣
接
し
て
い
る
。

　
高
瀬
の
南
側
、
岡
川
秋
岡
の
常
楽
寺
の
前
を
東
に
向
か
っ
て
約

二
百
メ
ー
ト
ル
進
む
と
、
大
友
氏
第
三
代
頼
泰
の
墓
（
五
輪
塔
）

が
北
側
左
Ｊ
に
あ
る
。

　
大
友
頼
泰
は
執
権
北
条
時
宗
（
鎌
倉
幕
府
第
八
代
執
権
）
の
時

代
の
と
き
、
蒙
古
が
二
度
来
襲
し
（
文
永
の
役
、
文
永
十
一
年
、

一
二
七
四
。
弘
安
の
役
、
弘
安
四
年
、
こ
一
八
一
）
、
少
弐
経
資

と
と
も
に
九
州
の
御
家
人
を
指
揮
し
て
防
御
に
あ
た
っ
た
。
大
友

氏
は
第
三
代
頼
泰
の
と
き
豊
後
に
定
着
じ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
弘
安
八
年
（
こ
一
八
五
）
大
友
第
三
代
頼
泰
が
、
鎌
倉
幕
府
に

注
進
し
た
「
豊
後
国
図
田
帳
」
に
、
豊
後
荘
園
の
名
に
植
田
荘
永

冨
名
、
（
三
十
七
町
一
反
三
百
十
二
歩
、
三
十
六
・
七
ア
ー
ル
）
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と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
大
分
市
岡
川
秋
岡
の
臨
済
宗
妙
心
寺
派
常
楽
寺
は
、
正
安
二
年

（
一
三
〇
〇
）
大
友
頼
泰
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
。
現
在
、
大
友

氏
家
臣
の
子
孫
に
あ
た
る
永
冨
氏
が
住
職
を
さ
れ
て
い
る
。

　
当
時
、
高
瀬
の
永
冨
氏
は
主
家
再
興
の
旗
揚
げ
が
近
づ
い
た
と

の
連
絡
を
う
け
た
。
慶
長
五
年
（
ヱ
ハ
○
○
）
の
七
月
に
、
一
族

（
兄
弟
）
三
人
の
逆
修
墓
を
ひ
そ
か
に
野
津
原
の
町
は
ず
れ
に
建

立
し
た
。

　
な
ぜ
、
高
瀬
（
現
大
分
市
）
の
永
冨
氏
が
野
津
原
に
来
て
逆
修

墓
を
建
立
し
た
の
か
、
そ
の
点
が
あ
き
ら
か
で
な
い
が
、
あ
る
い

は
一
族
の
誰
か
が
野
津
原
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
石
垣
原

合
戦
に
参
陣
し
た
市
場
筋
居
住
で
、
永
冨
伝
助
と
い
う
記
録
（
前

掲
）
が
あ
る
。

　
こ
の
逆
修
墓
の
建
立
年
月
は
「
千
時
慶
長
五
年
庚
子
七
月
吉
日
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
石
垣
原
合
戦
の
約
ニ
カ
月
前
で
あ
る
。

　
　
「
郷
土
史
野
津
原
」
に
は
、
永
冨
氏
の
逆
修
墓
に
関
し
て
、
高

瀬
の
永
冨
家
の
記
録
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

　
　
「
三
人
の
兄
弟
が
あ
っ
た
が
、
と
も
に
石
垣
原
に
出
陣
し
た
。

し
か
し
（
九
月
十
二
日
の
決
戦
を
前
に
し
て
）
、
長
男
の
永
冨
刑

部
少
輔
源
十
郎
鑑
国
に
対
し
て
、
弟
の
与
右
衛
門
尉
鑑
俊
と
、
九

郎
統
継
の
二
人
が
、
永
冨
家
の
た
め
に
生
き
な
が
ら
え
て
ほ
し
い

旨
を
頼
み
、
戦
線
を
離
脱
さ
せ
た
。
弟
二
人
は
戦
死
し
た
が
、
長

男
源
十
郎
に
よ
っ
て
永
冨
家
が
今
日
ま
で
続
く
こ
と
に
な
っ
た
」

と
い
う
。

　
　
「
豊
後
永
冨
家
物
語
」
永
冨
　
忠
著
の
「
永
冨
氏
略
系
」
に
よ

れ
ば
、
永
冨
（
六
郎
）
鑑
次
の
長
男
が
刑
部
少
輔
統
継
（
源
十
郎
）
、

弟
が
鑑
国
（
与
右
衛
門
）
、
鑑
俊
（
九
郎
）
の
二
人
と
記
さ
れ
て

い
る
。

　
　
「
郷
土
史
野
津
原
」
と
「
豊
後
永
冨
家
物
語
」
で
は
三
兄
弟
の

譚
は
、
長
男
源
十
郎
は
鑑
国
、
統
継
、
次
男
は
与
右
衛
門
鑑
俊
、

鑑
国
、
三
男
は
九
郎
統
継
、
鑑
俊
の
よ
う
に
混
乱
し
て
い
る
。

　
三
兄
弟
の
父
永
冨
刑
部
少
輔
鑑
次
が
書
い
た
文
書
に
よ
れ
ば

（
抜
粋
）
、

　
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
、
秀
吉
公
が
大
阪
城
へ
移
る
と
き

に
、
大
友
公
が
命
に
従
い
大
阪
へ
向
か
う
際
、
義
統
公
よ
り
短
刀

と
併
せ
て
統
の
一
字
を
頂
き
永
冨
与
作
統
次
と
改
名
し
た
。

　
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
正
月
、
太
閤
秀
吉
の
朝
鮮
征
伐
に
つ

き
、
大
友
義
統
公
よ
り
朝
鮮
渡
海
の
御
供
を
申
し
つ
け
ら
れ
、
永

冨
与
右
衛
門
、
同
九
郎
が
渡
海
す
る
。
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石
垣
原
合
戦
の
さ
い
細
川
勢
、
松
井
佐
渡
守
、
黒
田
如
水
勢
、

森
（
母
里
）
太
兵
衛
の
軍
勢
三
千
余
騎
、
大
友
勢
の
侍
七
十
三
騎
、

雑
兵
百
五
十
三
人
が
討
ち
死
に
す
る
。
敵
方
（
黒
田
方
）
三
百
八

十
人
討
ち
取
る
。

　
永
冨
与
右
衛
門
、
同
名
九
郎
は
討
死
す
。
刑
部
少
輔
源
十
郎
は

残
り
、
後
に
は
農
人
と
な
る
。

　
慶
長
五
年
十
一
月

永
冨
刑
部
少
輔
　
鑑
次
　
書
之

四
　
加
藤
清
正
と
石
垣
原
合
戦

　
豊
臣
秀
吉
は
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
の
五
月
に
、
大
友
吉
統

（
義
統
）
か
ら
豊
後
を
没
収
す
る
と
、
豊
後
国
全
域
は
太
閤
蔵
入

地
と
さ
れ
て
、
直
ち
に
豊
後
の
検
地
（
文
禄
検
地
）
を
実
施
し
た
。

検
地
奉
行
に
は
、
加
賀
国
大
聖
寺
城
主
の
山
口
玄
蓄
頭
宗
永
（
正

弘
）
と
、
因
幡
国
鳥
取
城
主
の
宮
部
善
祥
坊
法
印
継
潤
が
任
命
さ

れ
た
。
宮
部
善
祥
坊
は
国
東
、
速
見
、
日
田
、
玖
珠
の
北
部
四
郡

を
、
山
口
玄
蕃
頭
は
大
分
、
海
部
、
大
野
、
直
入
の
豊
後
南
半
分

を
検
地
し
た
。

　
秀
吉
は
検
地
を
行
っ
た
あ
と
、
豊
後
を
七
人
の
大
名
に
恩
賞
と

し
て
分
け
て
与
え
た
。

　
こ
の
結
果
、
野
津
原
町
の
地
域
は
早
川
長
敏
の
府
内
藩
六
万
石

に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
は
領
主
が
福
原
直
高
に
替
り
、
府

内
藩
十
二
万
石
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
友
氏
の
改
易
か
ら
、
太
閤
蔵
入
地
（
直
轄
顧
）
、

そ
し
て
太
閤
検
地
の
実
施
、
さ
ら
に
早
川
氏
の
府
内
顧
、
福
原
氏

の
府
内
顧
へ
と
、
め
ま
ぐ
る
し
い
政
治
変
動
期
が
続
い
た
。

　
そ
し
て
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ケ
原
の
役
が
あ
り
、

そ
の
結
果
、
野
津
原
の
地
域
は
加
藤
清
正
の
肥
後
頭
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
県
道
別
府
こ
の
宮
線
の
「
別
府
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」
バ
ス
停
と

「
鳥
居
」
バ
ス
停
と
の
中
間
地
点
で
、
県
道
左
手
南
側
の
高
台
上

（
標
高
約
五
百
三
十
メ
ー
ト
ル
）
に
肥
後
熊
本
城
主
加
藤
清
正
の

小
さ
な
石
像
が
見
え
る
。
こ
の
石
像
は
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五

二
）
頃
に
建
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
石
垣
原
の
合
戦
に
東
軍
徳
川

家
康
方
の
黒
田
如
水
孝
高
を
助
け
て
、
西
軍
石
田
三
成
方
に
組
み

し
た
大
友
義
統
（
吉
統
）
を
討
ち
滅
ぼ
そ
う
と
、
加
藤
清
正
軍
の

先
手
が
こ
の
付
近
ま
で
や
っ
て
き
て
軍
旗
を
立
て
た
が
、
戦
い
は

す
で
に
終
わ
り
、
大
友
義
統
は
黒
田
如
水
に
降
伏
し
て
し
ま
っ
て
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い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
付
近
を
「
旗
の
台
」
と
い
う
。

　
『
大
分
県
史
　
中
世
篇
』
に
よ
れ
ば
、
慶
長
五
年
の
九
月
十
四

日
に
内
牧
（
阿
蘇
町
）
で
宿
陣
し
た
清
正
は
、
翌
日
肥
後
小
国
か

ら
引
き
返
し
た
と
い
う
。

　
野
津
原
が
肥
後
領
に
な
っ
た
の
は
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）

の
二
月
で
あ
る
（
「
熊
本
藩
年
表
稿
」
）
。

　
こ
れ
は
肥
後
熊
本
城
主
だ
っ
た
加
藤
清
正
が
、
前
年
の
関
ケ
原

役
後
、
そ
の
恩
賞
と
し
て
徳
川
家
康
か
ら
小
西
行
長
の
旧
領
（
肥

後
国
の
南
半
分
）
を
宛
が
わ
れ
、
肥
後
一
国
の
大
名
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
清
正
は
天
草
郡
（
島
原
）
の
領
有
を
辞
退
し
て
、
そ
の

替
地
と
し
て
豊
後
国
内
の
海
部
・
大
分
・
直
入
三
郡
（
佐
賀
関
、

大
在
、
鶴
崎
、
野
津
原
、
久
住
）
の
う
ち
二
万
石
の
飛
び
地
領
を

宛
が
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
「
熊
本
県
の
歴
史
」
）
。

　
加
藤
清
正
は
鶴
崎
（
現
大
分
市
鶴
崎
）
を
瀬
戸
内
に
向
け
て
の

海
の
玄
関
口
と
し
、
肥
後
と
鶴
崎
を
結
ぶ
道
筋
の
大
分
郡
に
野
津

原
を
希
望
し
、
さ
ら
に
直
入
郡
の
久
住
を
希
望
し
た
。

　
こ
こ
に
肥
後
顧
野
津
原
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
熊
本
藩
主
加
藤
氏
は
清
正
の
跡
を
継
い
だ
忠
広
（
清
正
の
子
）

が
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
に
改
易
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
に

小
倉
城
主
細
川
忠
利
（
忠
興
の
嫡
子
）
が
入
部
し
、
肥
後
五
十
四

万
石
を
領
す
る
と
と
も
に
豊
後
領
二
万
石
も
そ
の
ま
ま
細
川
氏
が

支
配
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
記
事
取
材
や
参
考
資
料
等
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
大
分
市
長
浜
町
在
住
の
黒
木
正
道
氏
、
別
府
市

大
畑
在
住
の
川
田
　
康
氏
、
野
津
原
町
在
住
の
餌
　
輝
子
様
へ
、

紙
上
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

引
用
参
考
資
料

　
「
郷
土
史
　
野
津
原
」

「
原
村
小
史
」

昭
和
五
十
五
年

　
野
津
原
町

平
成
五
年
四
月

　
　
　
　
　
野
津
原
町
原
村
郷
土
史
調
査
研
究
会

「
豊
後
永
冨
家
物
語
」
　
昭
和
四
十
七
年
六
月

　
　
　
　
　
永
冨
　
忠

「
大
分
県
の
地
名
」

一
九
九
五
年
二
月

　
株
式
会
社
　
平
凡
社
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加藤清正石像

永富氏逆修墓　　　　　　　　　　　　　永富氏逆修墓表示板
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石
垣
原
合
戦
年
表

建
久
七
年
こ
一
九
六
）

　
　
こ
の
こ
ろ
、
大
友
氏
初
代
能
直
、
豊
後
守
護
・
鎮
西
一
方
奉

　
　
行
と
し
て
豊
後
に
入
国
す
る
と
い
う
説
あ
り
。
実
際
に
は
入

　
　
国
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

文
永
九
年
（
万
一
七
二
）

　
　
蒙
古
襲
来
に
つ
き
九
州
の
御
家
人
下
回
、
異
国
防
御
に
つ
く
。

　
　
大
友
氏
三
代
順
奉
も
下
向
し
た
模
様
。

　
　
文
永
十
一
年
（
万
一
七
四
）
十
月
二
十
日
、
蒙
古
襲
来
（
文

　
　
永
の
役
）
。
大
友
順
奉
、
豊
後
御
家
人
を
ひ
き
い
筑
前
博
多

　
　
で
戦
う
。

弘
安
四
年
（
万
一
八
一
）

　
　
六
月
六
日
、
蒙
古
再
来
（
弘
安
の
役
）
。

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）

　
　
閑
六
月
十
八
日
、
大
友
義
統
が
、
大
友
氏
二
十
一
代
義
鎮
、

　
　
宗
麟
の
嫡
子
と
し
て
豊
後
国
、
府
内
（
現
大
分
市
）
に
生
ま

　
　
れ
る
。

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）

　
　
十
二
月
、
宗
麟
は
家
督
を
嫡
子
義
統
（
二
十
二
代
）
十
六
歳

　
　
に
譲
る
。

　
　
宗
麟
四
十
四
歳
。

天
正
六
年
（
一
五
七
八
）

　
　
十
一
月
、
豊
後
大
友
軍
が
日
向
高
城
、
耳
川
に
て
島
津
軍
と

　
　
戦
い
、
大
敗
す
。
宗
麟
、
四
十
九
歳
。

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
十
月
、
島
津
軍
が
豊
後
に
侵
入
す
る
。

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）

　
　
五
月
、
大
友
宗
麟
が
津
久
見
に
て
死
去
す
る
。
享
年
五
十
八

　
　
歳
。

同
年
六
月

　
　
播
磨
（
現
兵
庫
県
）
の
黒
田
宮
兵
衛
孝
高
が
豊
臣
秀
吉
か
ら

　
　
豊
前
六
郡
を
宛
が
わ
れ
る
。
孝
高
は
福
岡
県
行
橋
市
南
部
の

　
　
馬
ケ
岳
城
に
居
を
か
ま
え
る
。

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
頃

　
　
黒
田
孝
高
が
豊
前
中
津
城
（
現
中
津
市
）
を
築
城
す
る
。

文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）

　
　
三
月
、
秀
吉
の
命
に
よ
り
、
大
友
吉
統
（
義
統
、
秀
吉
の
Ｉ

　
　
字
を
も
ら
っ
て
改
名
）
ら
が
朝
鮮
に
出
陣
す
る
。

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）

　
　
五
月
、
大
友
吉
統
が
敵
前
逃
亡
の
罪
に
よ
り
、
豊
後
国
は
没
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収
さ
れ
、
吉
統
は
毛
利
輝
元
（
元
就
の
孫
）
に
預
け
ら
れ
る
。

　
　
吉
統
三
十
六
歳
。

　
　
同
年
九
月
、
吉
統
は
水
戸
（
現
茨
城
県
）
の
佐
竹
義
宣
に
預

　
　
け
ら
れ
る
。
秀
吉
は
豊
後
を
細
分
し
て
、
部
下
に
与
え
る
。

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）

　
　
二
月
、
秀
吉
は
豊
後
を
再
び
分
割
し
て
、
部
下
に
与
え
た
。

　
　
竹
中
重
利
に
豊
後
高
田
一
万
五
千
石
、
熊
谷
直
陳
に
安
岐
一

　
　
万
五
千
石
（
安
岐
町
）
を
与
え
る
。

慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）

　
　
閑
七
月
、
豊
後
に
大
地
震
が
あ
り
、
沖
ノ
浜
（
瓜
生
島
）
が

　
　
海
中
に
没
る
。

慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）

　
　
太
田
一
吉
（
和
義
、
政
之
）
が
豊
後
臼
杵
に
封
ぜ
ら
れ
る
。

　
　
ま
た
、
臼
杵
城
主
福
原
直
高
を
豊
後
府
内
（
現
大
分
市
）
十

　
　
二
万
石
に
封
じ
る
。
直
高
は
豊
後
府
内
城
の
築
城
に
か
か
る
。

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）

　
　
八
月
、
豊
臣
秀
吉
が
死
去
す
る
。
享
年
六
十
八
歳
。

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）

　
　
十
一
月
、
大
友
義
統
（
吉
統
）
が
許
さ
れ
る
。
義
統
四
十
二

　
　
歳
。

　
　
同
年
秋
、
徳
川
家
康
が
細
川
忠
興
（
細
川
幽
斉
藤
孝
の
嫡
子
）

　
　
に
豊
後
の
速
見
・
国
東
郡
六
万
石
を
与
え
る
。
忠
興
は
松
井

　
　
康
之
・
有
吉
立
行
を
木
付
城
代
（
現
杵
築
市
）
と
す
る
。

慶
長
五
年
（
ヱ
ハ
Ｏ
Ｏ
）

　
　
九
月
、
大
友
義
統
（
吉
統
）
が
周
防
（
現
山
口
県
）
の
大
畠

　
　
に
下
る
。

　
　
九
月
九
日
に
義
統
が
豊
後
別
府
浜
脇
に
上
陸
す
る
。
同
日
、

　
　
中
津
城
の
黒
田
如
水
孝
高
軍
が
豊
後
へ
向
け
て
進
発
す
る
。

　
　
九
月
十
三
日
、
石
垣
原
合
戦
が
行
わ
れ
る
。
翌
日
、
大
友
義

　
　
統
（
吉
統
）
が
黒
田
如
水
孝
高
に
降
伏
す
る
。
如
水
五
十
五

　
　
歳
、
吉
統
四
十
三
歳
。

　
　
九
月
十
五
日
、
濃
州
関
ケ
原
（
岐
阜
県
西
部
）
の
合
戦
が
行

　
　
わ
れ
、
西
軍
石
田
三
成
が
東
軍
徳
川
家
康
に
破
れ
る
。
家
康

　
　
五
十
九
歳
。

　
　
九
月
十
八
日
、
黒
田
如
水
孝
高
が
熊
谷
氏
の
安
岐
城
、
垣
見

　
　
氏
の
国
東
富
来
城
を
攻
め
落
と
す
。

　
　
九
月
二
十
八
日
、
豊
後
岡
城
主
。
（
現
竹
田
市
）
中
川
秀
成

　
　
（
ひ
で
し
げ
）
が
臼
杵
城
主
太
田
一
吉
を
攻
め
降
す
。

　
　
十
一
月
、
徳
川
家
康
が
豊
前
中
津
城
主
黒
田
長
歌
（
如
水
孝

　
　
高
の
嫡
子
）
を
筑
前
（
現
福
岡
市
）
五
十
二
万
石
に
、
細
川

且1



　
　
忠
興
を
豊
前
（
小
倉
、
現
北
九
州
市
）
三
十
五
万
九
千
石
に

　
　
封
じ
る
。
忠
興
の
三
男
忠
利
が
中
津
城
代
と
な
る
。

　
　
こ
の
冬
、
稲
葉
貞
通
が
臼
杵
五
万
石
に
封
ぜ
ら
れ
、
翌
年
入

　
　
部
す
る
。
。

慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）

　
　
三
月
、
黒
田
如
水
孝
高
が
死
去
す
る
。
享
年
五
十
九
歳
。

慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）

　
　
七
月
十
九
日
、
大
友
吉
統
（
義
統
）
が
常
陸
宍
戸
（
一
説
に

　
　
は
江
戸
牛
込
）
で
死
去
す
る
。
享
年
四
十
八
歳
。

慶
長
十
七
年
（
二
八
二
Ｉ
）

　
　
七
月
、
大
友
義
統
の
嫡
子
義
乗
が
死
去
す
る
。
享
年
三
十
六

　
　
歳
。

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）

　
　
五
月
、
豊
臣
秀
頼
（
秀
吉
の
子
）
が
大
阪
城
で
母
淀
殿
と
と

　
　
も
に
自
殺
す
る
（
大
阪
夏
の
陣
）
。
秀
頼
、
享
年
二
十
三
歳
。

元
和
二
年
（
ヱ
ハ
ヱ
ハ
）

　
　
四
月
、
徳
川
家
康
が
死
去
す
る
。
享
年
七
十
五
歳
。

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）

　
　
六
月
、
幕
府
が
、
熊
本
藩
主
加
藤
忠
広
（
清
正
の
子
）
を
出

　
　
羽
庄
内
（
現
山
形
県
）
に
配
流
し
、
十
月
、
細
川
忠
利
（
忠

興
の
子
）
を
小
倉
か
ら
熊
本
に
移
す
。
細
川
忠
利
か
熊
本
五

十
四
万
石
を
領
し
、
子
孫
は
外
様
雄
藩
の
藩
主
と
し
て
明
治

に
至
る
。
福
岡
の
黒
田
氏
も
明
治
ま
で
存
続
す
る
。

参
考
引
用
資
料

　
「
大
分
県
の
歴
史
」

　
　
　
昭
和
六
十
二
年

　
「
大
分
の
歴
史
年
表
」

　
　
　
昭
和
五
十
九
年

　
「
日
本
史
年
表
」

　
　
　
昭
和
六
十
二
年

渡
辺
澄
夫
著

山
川
出
版
社

渡
辺
澄
夫
編

大
分
合
同
新
聞
社

東
京
学
芸
大
学
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